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今年は暖冬とはいうものの、師走の風は冷たさひとしお。本年もご愛読いた 

だきましてありがとうございました。新しい年を健やかにお迎えください。 

現在会員登録数 1,860 人さま。次号は１月 20 日発行の予定です／ 
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■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【１】お知らせ ☆ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

● 国際講演会＆ワークショップの参加者募集 

講 師：エミリー・グラヴェット（イギリスの画家・絵本作家） 

◇ 国際講演会 

「イギリスの絵本作家 エミリー･グラヴェット－絵に生きる」 

日 時：平成 28年２月 27日（土）午後１時～４時 

通 訳：松下宏子さん（関西大学ほか非常勤講師） 

対 象：中学生以上 

定 員：80名（申込先着順） 

◇ ワークショップ 

「イギリスの絵本作家 エミリー･グラヴェットさんと絵本をつくろう！」 

日 時：平成 28年２月 28日（日）午後１時～４時 

対 象：小学生   通訳あり 

定 員：30名（申込先着順） 

○ 共通事項（国際講演会、ワークショップ） 

会 場：大阪府立中央図書館 ２階多目的室 （東大阪市荒本） 

参加費：無 料 

申込期間：平成 28 年１月６日（水）～２月 19日（金）必着 

主 催：国立国会図書館 国際子ども図書館 ／大阪府立中央図書館 ／ 

一般財団法人 大阪国際児童文学振興財団 

協 賛：近鉄グループホールディングス株式会社/パナソニック株式会社/ 

サントリーホールディングス株式会社/ムサシ･アイ･テクノ株式会社 

/株式会社富士通システムズアプリケーション＆サポート 

詳細は、大阪府立中央図書館のＨＰ↓↓ 

http://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/event2015.html 

 

http://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/event2015.html


●「日産童話と絵本のグランプリ」受賞作品が出版されました 

当財団主催「第31回 日産 童話と絵本のグランプリ」（平成26年度実施）の 

大賞２作品が、ＢＬ出版より出版されました。 

『タンポポの金メダル』山本早苗／作 童話部門大賞作品 

青井芳美／絵（第３回絵本部門大賞受賞者） 

『せかいのはての むこうがわ』たなかやすひろ／作･絵 絵本部門大賞作品 

詳細、表紙写真はこちらからご覧ください。↓↓ 

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#31shuppan 

 

● 寄付金を募集しています 

当財団の運営を応援いただける個人、法人の皆さまからのご寄付を募ってい 

ます。寄付金は、当財団が行う講座・講演会など、さまざまな事業経費に充 

てさせていただきます。ぜひ、ご協力いただきますようお願いします。 

お申し込み、詳細は → http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【２】コラム  ☆ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

***************************************************************** 

《１》この本読んだ？  Yasuko's ＆ Masayo's Talk 

***************************************************************** 

『３＋６の夏 ひろしま、あの子はだあれ』 中澤晶子著 ささめやゆき絵 

汐文社 2015年７月  対象年齢：小学校中学年以上 

 

あらすじ：広島にある同じ絵画教室に通う小学４年生２人組（かなた＋わさ 

び、らいと＋れふと、わよみ＋のりあき）が、それぞれ70年前の原爆で命 

を落とした同じ年の子どもに出会うアンソロジー。かなたたちは、かなた 

のひいおばあちゃんの友だち、らいとたちは、ひいおじいちゃんの双子の 

兄弟、わよみたちは、ロシア人のおばあさんの弟の幽霊に出会う。 

 

Ｙ：戦争を体験していない世代にいかに戦争や原爆を伝えるのかというのは 

私たちの世代にとって大きな課題ですが、この作品は、そのことを強く意 

識して書かれた作品だと思いました。 

Ｍ：「毎日新聞大阪本社版」の連載が元になっており、連載当時は副題があ 

りませんでした。「ひろしま」という言葉は本文中にも出てきません。そ 

こから子どもへのメッセージの押しつけをしないという作者の姿勢がうか 

がえます。 

Ｙ：主人公の二人組は、自分たちと同い年の幽霊の子どもに出会ってかけっ 

こをして一緒に遊んだり、好きな路面電車を幽霊に見せて名前を呼んだり、 

写真を撮ったりして、存在を確認します。知ることから始まるという作者 

のメッセージが読み取れます。 

Ｍ：子どもたちが不思議な出来事に一人で出会うのではなく、二人で出会う 

ことで対話をし、理解を深めていくという手法は納得できます。子どもた 

ちの名前はユーモラスでした。 

Ｙ：そして、子どもたちに幽霊が誰か、どうして亡くなったのかを語る大人 

がいます。 

Ｍ：そういう意味では、３＋６とも言えるし、３＋３＋６とも言えるかもし 

れません。私がこの作品で興味をひかれたことのひとつに、幽霊の子ども 

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#31shuppan
http://www.iiclo.or.jp/donation.html


たちの服装が必ず描写されているということがありました。１番目の子は 

花模様のブラウス、２番目の子は白いシャツ、３番目の子はセーラーえり 

の青いシャツです。 

Ｙ：視覚的にイメージが伝わってきます。広告ディレクター、コピーライタ 

ーとしての作者の感覚が生きています。 

Ｍ：その視覚イメージをささめやゆきの絵が子どもたちに語るようなあたた 

かい線で描いています。 

Ｙ：登場人物が血縁ばかりでなく、また、ロシア人も登場した点に視野の広 

さを感じました。 

＊今回のゲストは愛知淑徳大学教授の酒井晶代（Ｍ）さんです。 

 

***************************************************************** 

《２》イーハトヴ周遊 宮沢賢治の童話を読破する 

***************************************************************** 

第４回「よだかの星」 

やがてカタルシスがやってくる 

 

私の観察では、宮沢賢治のファンのなかには、「よだかの星」が好きな人が 

多いようです。それなら、「よだかの星」の魅力とは何でしょう。 

 

〈よだかは、実にみにくい鳥です。／顔は、ところどころ、味噌をつけたよ 

うにまだらで、くちばしは、ひらたくて、耳までさけています。／足は、ま 

るでよぼよぼで、一間とも歩けません。〉 

 

作品の語り手は、よだかの醜さをしつこく説明し、鷹は、「まだお前は名前 

をかえないのか。ずいぶんお前も恥知らずだな。お前とおれとでは、よっぽ 

ど人格がちがうんだよ。」とせまります。鷹は、よだかという名は「云わば、 

おれと夜と、両方から貸りてあるんだ。さあ返せ。」とも、「市蔵」と改名 

して、その披露をしろともいいます。 

 

一方、よだかは、自分が毎晩カブトムシや羽虫を食べ、殺していることに気 

がついて、大声をあげて泣きます。そして、お日さまに、つぎには星たちに 

「どうぞ私をあなたの所へ連れてって下さい。灼けて死んでもかまいません。」 

とたのみます。 

 

このように、語り手も鷹もよだか自身も、作中で「過剰さ」を積みあげてい 

きます。積みあがった「過剰さ」をよだかが引きうけた結果、作品にはカタ 

ルシスがやってきます。まっすぐ空へのぼっていった、よだかは、とうとう 

星になるのです。「よだかの星」には、「過剰さ」を積みあげていったあげ 

くに、ある種の「浄化」がおとずれるという力学がはたらいているように思 

います。 

 

「よだかが、この世のつらさから逃れる為、ひたすら遠い星の世界へ憧れる 

所は、「厭離穢土・欣求浄土」という仏教思想の形象化であり、自分の力を 

ふりしぼり、命とひきかえに悲願を成就するよだかの姿は、正に、捨身成仏 

した仏陀の姿である。」と述べ、「よだかの星」に作者の法華経への傾倒を読 

もうとしたのは、西田良子でした(「まことの世界の追求」1968年)。しか 

し、私たちは、それより何より、「浄化」に至る作品の力学にこそ惹かれて 



きたのではないでしょうか。 

 

そして、こうした力学は、「よだかの星」以外の作品にも見出せるように思 

うのですが、そのことは、あらためて、また。 (馬車別当) 

(本文の引用は、角川文庫版『銀河鉄道の夜』によりました。) 

 

***************************************************************** 

《３》 読書活動ボランティアのためのワンポイント 64 

***************************************************************** 

その９ おはなしを語る（４）語るポイント３ 

 

子どもたちは、聞いたおはなしが気に入ると、終わってすぐに、またはしば 

らくしてから、おはなしのフレーズを思わず口ずさんだり、日常生活の中で 

うまく使ったりすることがあります。おはなしの言葉が子どもの一部になっ 

たことがわかる瞬間で、立ち会えた時には幸せな気持ちになります。子ども 

たちがよく口にするのは、オノマトペや、繰り返しの言葉、ユーモラスな言 

い回しなどです。そこで、これらの言葉はできるだけ丁寧に語る必要があり 

ます。 

 

音は、その音が聞こえるように語ります。大男が家に帰ってくる音は「どん 

 どん どん」と書いてあっても、自分が出せる範囲の声の中で一番低い声 

を使って、大男の歩く速度をイメージし、だんだん近づいてくるなら、だん 

だん大きく響かせます。音は空気を伝わって聞こえますので、音とともに周 

りの空間を想像して出してみると、音に変化が生まれます。そして、同じ大 

男の足音でも、主人公の子どもが怖がっているようなら、その怖さを共有す 

るような音でしょうし、逆に、だましてやろうと待ち構えているようなら、 

ほんの少し期待感を持った音に聞こえるでしょう。おはなしの中でその音が 

どのような意味があるか、聞き手にどのような音として聞いて欲しいかを考 

えることによって、音の出し方が自ずと決まってきます。 

 

繰り返しの言葉は一般的におもしろいと言われていますが、一歩間違えると、 

単調になってしまい、聞き手が離れてしまう危険性もあります。変化をつけ 

つつ、繰り返しであることがわかるように語ることが必要です。繰り返しの 

部分の分量にもよりますが、例えば、１回目は初めてなので少し丁寧に、２ 

回目はさらっと語りながら、変化のあった部分だけを丁寧にする、３回目は 

最後ということを意識してもう一度たっぷり語るという方法や、２回目以降 

は、聞き手の１回目の記憶を呼び起こして一緒に確認するような気持ちで語 

るという方法などが考えられます。 

 

ユーモラスな言い回しは、語り手が押し付けがましくなったり、聞き手より 

先に笑ってしまってはだいなしです。おはなしの一部として語り抜くことで、 

聞き手におはなし全体の中でのユーモアを感じてもらい、言い回しそのもの 

のおもしろさに気づいてもらうことが大切です。特にユーモラスな場面は聞 

き手の年齢や場の雰囲気によって大きく異なることがあるので、「ここはお 

もしろいはず。笑うはず」などと先入観を持たずに語るのがいいと思います。 

 

＊次号は「その９ おはなしを語る（４）語るポイント４」の予定です。 

質問や意見をいただきましたら、お答えしていきたいと思います。（Ｙ）  



 

***************************************************************** 

《４》 行って来ました！  

***************************************************************** 

大丸心斎橋店で１月４日まで開催されている、「ピクサーアドベンチャー 

「もしも」から始まる、冒険の世界」に行ってきました。 

  

ディズニー／ピクサーの映画の世界の体験型イベントということで、小学生 

の姪と甥と一緒に行きました。その日は休日でにぎわっており、入場するま 

でに 30分ほどかかりました。 

 

展示は「トイ・ストーリー」、「モンスターズ・インク」、「カーズ」、「ファイ 

ンディング・ニモ」の４つの映画に分けられていて、写真撮影が自由にでき 

ます。入ってすぐは「トイ・ストーリー」です。ウッディやバズなど登場す 

るオモチャたちが大きく作られているので、自分もオモチャのひとつになっ 

たように感じます。映画の場面がちりばめられた大きなスクラップブックが 

いくつもあって、エピソードを振り返ることができ、トリビアクイズなども 

あります。 

 

「モンスターズ・インク」は、モンスターのサリーやマイクと記念撮影でき 

たり、会社の掃除係に扮装して、モンスターの世界に入り込んだ女の子ブー 

と撮影できたりします。トカゲのようなモンスターの前に置かれた箱のひと 

つを持ち上げると、モンスターも箱と同じ模様に変わる不思議なしかけもあ 

りました。 

 

「カーズ」は映画の舞台ラジエーター・スプリングスにクルマたちが勢ぞろ 

いした大きなパネルの前で撮影できます。「ニモ」は、魚になった気分で、 

人間のダイバーの網に捕まったり、サメに食べられそうになったり、水槽の 

中に閉じ込められたりするポーズで写真が撮れます。 

 

会場内では思ったよりゆっくり写真を撮ったり、遊んだり、映画の世界を体 

感することができました。小さい子どもの家族連れが多かったですが、カッ 

プルや若者のグループなど、思い思いに楽しんでいました。今回は制作過程 

などの解説はほとんどありませんでしたので、来年、東京都現代美術館で開 

催される「スタジオ設立 30 周年記念 ピクサー展」に行きたいと思っていま 

す。（Ｋ） 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【３】全国のイベント紹介 ☆ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

● 子どもと本の講座「子どもに本(物語)を届けること」 

長年、人形劇団で活躍されてきた経験を語っていただきながら、子どもに物 

語を届けることを一緒に考えていきましょう。３回連続講座 

講 師：松本則子（全国青少年演劇協議会 運営委員長） 

第１回 １月８日（金）午前10時15分～12時 

「人形劇屋から見た絵本のはなし」 会場：メイシアター（吹田市泉町） 

第２回 ２月12日（金）午前10時15分～12時 

「絵本から何が聴こえますか」   会場：吹田市立中央図書館 



第３回 ３月11日（金）午前10時15分～12時 

「声に出して読んでみましょうか－美しい日本語と響く声について－」 

会場：吹田市立中央図書館 （吹田市出口町） 

受講料：無 料 

定 員：50人（申込先着順） 

主 催：吹田市立中央図書館 

共 催：吹田子どもの本連絡会 

 

上記イベントの詳細およびその他の講座・講演会、展示会、公募情報につい 

ては、こちらからご覧ください。↓↓ 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情報をお送りください。当財団ＨＰに掲載させていただきます／ 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【４】プレゼント ☆ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

今号のコラム《１》「この本読んだ？」で紹介しました『３＋６の夏 ひろし 

ま、あの子はだあれ』を１名の方にプレゼントします。ご希望の方は、メー 

ルで件名「メルマガNO.64プレゼント希望」とし、(1)お名前 (2)郵便番号・ 

住所 (3)電話番号 (4)メールアドレス、よろしければ(5)このメルマガのご 

感想 をお書きのうえ office@iiclo.or.jp にお送りください。 

締切は１月11日(月)、当選発表は発送をもって代えさせていただきます／ 

 

編┃集┃長┃の┃つ┃ぶ┃や┃き┃ 

━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛ 

電動自転車に乗って、「原付」運転免許証の更新に出かけた。原付バイクに 

は１年ほど乗っただけで、20 年近く一度も乗っていないが、3,000 円出して 

身分証明書代わりだ。 

いつしか私の足は、原付バイクから自転車、さらに電動自転車へと変わって 

いる。身分証明も、運転免許証から「マイナンバーカード」へ変わるのだろ 

う。とすれば、特典付きの「高齢者運転免許自主返納」をすべきだったか 

･･･。（Ａ） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

------------------------------------------------------------------ 

みなさまのご意見・ご感想をお聞かせください。下記メールアドレスまで 

お願いします。原則として返信はいたしませんのでご了承ください。 

●このメールマガジンは、ご登録いただきました皆様に配信しています。 

●配信の登録・解除・変更は、 

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコンからどうぞ 

●このメールの送信アドレスは配信専用です。 

●記事の無断転載はご遠慮ください。 
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発行：一般財団法人 大阪国際児童文学振興財団 http://www.iiclo.or.jp/ 
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TEL：06-6744-0581  FAX：06-6744-0582  E-mail：office＠iiclo.or.jp 
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